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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず近代ハンガリー所領経営史の研究史を把握したうえ

で、その中から二つの代表的な農業地域であるドナウ河以西と大平原の個別所領を取り上げて

検討した。とりわけ、穀倉地帯・ハンガリー大平原の所領発展メカニズムを再構成する手がか

りを得るために、南部大平原に位置したカロチャ大司教、ヴェンクハイム伯爵家、パラヴィツ

ィーニ侯爵家、カーロイ伯爵家の各所領の成立と展開について、先行研究に依りながら立ち入

って検討した。 
 
研究成果の概要（英文）：After I surveyed the studies of the business history of the large 
landed estates in modern Hungary, I investigated the large landed estates of Transdanubia 
and the great Hungarian plain that were two typical agricultural regions. Above all, for 
the purpose of making clear the whole image of the foundation and expansion of the estates 
in the great Hungarian plain, I investigated each estate of the archbishop of Kalocsa, 
count Wenckheim family, marquis Pallavicini family, count Karolyi family located in the 
southern great plain. 
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１．研究開始当初の背景 
ハンガリーで 1850 年代から本格化した農

業の市場経済化は、資本制生産への過渡期の
「農業革命」であり、狭義の産業革命ととも
に、資本主義を体制的に確立させるもうひと

つの要素であった。近代ハンガリー農業発展
の基本線は、「アメリカ型」の対義語として
の「プロシャ型」であったとされるが、教会
や大貴族諸家は、東部ドイツのユンカーのよ
うに自ら所領経営を行なうほか、イギリスの
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土地貴族のように所有地の相当部分を資本
家的借地に出していた。 
マクロ統計分析が主流であるハンガリー

農業史研究において、貴族諸家文書を活用し
た 19 世紀後半の所領の個別経営分析は手薄
な領域であった。ハンガリーの既存研究では、
マクロ的観点から当時の基軸産業であった
製粉業と穀作農業とが相互促進関係にあっ
たことが漠然と説かれるだけで、ミクロ的観
点からそれらの関係を裏付けた研究は存在
しないように思われた。 
そこで、当該期農業を規定付けた穀作所領

経営の発展について、ハンガリー資本主義
（製粉業）との関連を意識しながら明らかに
することで、どのような農業経営が工業化を
促進したのかという問題に答えることが可
能になると考えた。 
 
２．研究の目的 
ハンガリーの穀倉・大平原に軸足を置く所

領経営を行なった大土地所有者としては、カ
ロチャ大司教、ヴェンクハイム伯爵家、パラ
ヴィツィーニ侯爵家、カーロイ伯爵家等が挙
げられる。本研究の主要目的は、19世紀後半
のハンガリー農業を規定付けた大平原穀作
所領経営の発展メカニズムを事例により再
構成し、所領オーナーの企業者活動を明らか
にすることであった。 
 
３．研究の方法 
 まず、近代ハンガリー所領経営史に関する
先行研究の再検討を通じ、これから取り上げ
る事例を分析するにあたっての視座を明確
にした。その際、根菜類・飼料作物栽培を基
盤にした集約的畜産の中心地域であったド
ナウ河以西の所領と、小麦生産が最も周密に
分布する地域であった大平原の所領との間
に見られる経営構造・経営行動の差異・共通
点にも着目し、これから取り上げる事例との
比較材料とした。2009年 3月にはハンガリー
へ渡航し、資料の探索・蒐集を行なった。2009
年度は、ハンガリーから持ち帰った資料を元
に個別所領経営分析を行なった。 
 
４．研究成果 
(1) 2008 年度は、近代ハンガリー所領経営
史に関する資料蒐集のための準備研究と、資
料蒐集そのものを主要課題とした。はじめに
本格的研究に至る準備作業として、近代ハン
ガリー所領経営史研究の論点、研究史の流れ
を整理し、その中から二つの代表的な農業地
域であるドナウ河以西と大平原の個別所領
を取り上げて比較・検討した。つぎに、現地
Web サイト・OPAC、メール交換等を利用した
予備資料調査の結果、二次文献を包括的に所
蔵する国立セーチェーニ図書館（ブダペシュ
ト）と、「パラヴィツィーニ家ミンゼント=ア

ルジュー所領文書」を所蔵するチョングラー
ド県立文書館（セゲド）を主な資料蒐集先に
選定した。そして、2009年 3月の現地資料蒐
集の結果、二次文献の包括的な蒐集と一部文
書館史料の蒐集に成功した。また、ハンガリ
ー出張の直後に行なわれた第 8回経済空間史
研究会例会での拙著（『19 世紀ハンガリーの
産業革命―ハンガリー資本主義像の再検討
―』大東文化大学経営研究所研究叢書、2008
年）合評会によって、本科研費研究課題・研
究目的（ハンガリー所領経営の生産構造の解
明）の重要性を再確認することができた。 
 
(2) 2009 年度は、前年度にハンガリーから
持ち帰った資料を元に個別所領経営分析を
行ない、途中 1度の学会発表をはさみながら、
これまでの研究成果を 3本の論文に取りまと
めた。具体的には主にピアリスト修道会メル
ニェ所領、カロチャ大司教領、ヴェンクハイ
ム伯爵家アカストー=ヴェーストゥー所領、
パラヴィツィーニ侯爵家ミンゼント=アルジ
ュー所領、カーロイ伯爵家ホードメズーヴァ
ーシャールヘイ所領の成立と展開について、
主に現地の先行研究に依りながら立ち入っ
て検討した。得られた成果の骨子は、以下の
通りである。 
① 大貴族や教会勢力は、近代ハンガリーの
政治、経済、社会において重要な地位を占め
ていた。農村住民の多くは全国に展開する彼
らの所領に依拠して生計を立てていたし、所
領オーナーは議会に議席を占めたほか、知事、
閣僚や首相としても政治を動かし、また大銀
行、大企業の重役会にも名を連ねていた。た
とえば、ティサ地方鉄道会社は 1857 年、北
部丘陵地帯の地主で製鉄業者のアンドラー
シ・ジュルジュ伯爵のイニシアティブにより
設立された。アンドラーシは同社の主要株主
の一人となり、会長も務めた。また、親族で、
グムル県の有力地主かつハンガリー最大の
個人製鉄業者であった伯爵アンドラーシ・マ
ノーは、1852年に設立されたリマムラーニ渓
谷製鐵連合の主要株主の一人となり、さらに、
グムル県の小規模鉄生産者を結集し 1868 年
にシャルゴータリャーン精錬会社を成立さ
せた（1881 年に両社合併してリマムラーニ=
シャルゴータリャーン製鐵）。カロチャ大司
教、ヴェンクハイム家、カーロイ家は地主金
融機関・ハンガリー土地信用会社の監査役会
に席を占めた。パラヴィツィーニ家のエドゥ
アールド侯爵も、財務官僚からハンガリー土
地信用会社監査役、ハンガリー綜合信用銀行
頭取、ガンツ鋳鉄・機械工場会長等を歴任し
た。彼らの社会権力の源泉は、所領からあが
る収益であった。 
② ドナウ河以西の所領研究は、後述する大
平原の所領研究と並ぶ蓄積をもっている。ま
ず、当該地域の教会所領の研究としては、シ



 

 

トー修道会のエルーサーラーシュ所領を取
り上げたボドログ「エルーサーラーシュ所領
における資本主義的経営の成立」（1966 年）
と、ピアリスト修道会のメルニェ所領を分析
したトート『大領地から大経営へ―農民解放
から第一次大戦までのメルニェ所領の経営
―』（1977年）がある。ピアリスト会は、1597
年にローマで結成されたカトリック系の教
育を目的とする修道会であり、ハンガリーで
は 1642 年から活動している。メルニェ所領
は 1806 年にハンガリー・ピアリスト修道会
の所有になり、教会経済力の基盤となった。
所領はドナウ河以西中南部の 4県にまたがり、
ほとんどが借地に出されていた。自経営農場
も、所領管理人に管理の全権が委任されてい
た。つぎに、貴族所領の研究としては、当該
地域に軸足を置いていたエステルハーズィ
伯爵家とバッチャーニ公爵家の研究がある。
サバド『エステルハーズィ家タタ=ゲステシ
ュ所領の転換―賦役制から資本主義的経営
へ―』（1957 年）は、最初の本格的な近代ハ
ンガリー所領経営史のモノグラフであり、フ
ュール『資本主義的経営に向かうチャークヴ
ァール所領、1870－1914 年』（1969 年）は、
前者から分岐した家系の所領経営を検討し
ている。バッチャーニ家の研究には同一筆者
によるデメテル「バッチャーニ・フュルプ公
爵のエニング所領における耕作（1806－1870
年）」（1996年）と、同「エニング所領の経営
における牧羊の役割（1806－1870年）」（1997
年）がある。 
③ 他方、本研究の主対象である大平原の所
領研究は、とくに肥沃な穀倉地帯であった南
部大平原地方に集中している。まず、当該地
域の教会所領の研究としては、M・ユハース
「1890 年代におけるカロチャ大司教領の経
営」（1986 年）がある。カロチャのカトリッ
ク教会は、初代ハンガリー王イシュトヴァー
ン 1世による教会組織事業の一環として当地
に司教座が置かれたことに始まる。1030年に
は、カロチャ司教座は大司教座に昇格し、エ
ステルゴム大司教座につぐハンガリー・カト
リック第二の地位を占めるにいたった。カロ
チャ大司教領のほとんどはドナウ河左岸、カ
ロチャ南方の湿地帯に散在していた。大司教
領でも前出のメルニェ所領と同様に、自経営
よりも借地経営主体の所領経営がなされて
おり、所領の多くは大規模借地に出されてい
た。つぎに、貴族所領の研究としては、当該
地域に軸足を置いていたヴェンクハイム伯
爵家、パラヴィツィーニ侯爵家、カーロイ伯
爵家の研究がある。ヴェンクハイム家の研究
は、オラー『19－20世紀の転換期におけるア
カストー=ヴェーストゥー所領の経営』（1975
年）である。同家は 1748 年に騎士に叙せら
れ、その後 1776 年に男爵、1802 年には伯爵
と陞爵していった。所領は、南部大平原のベ

ーケーシュ県を中心に散在していた。パラヴ
ィツィーニ家の研究には A・ユハース「パラ
ヴィツィーニ侯爵家世襲財産所領史の諸事
実」（1984 年）がある。パラヴィツィーニ家
は 14 世紀に侯爵位を得た北イタリア出身の
貴族であり、同家のチョングラード県を中心
とする主要所領は、1803年にパラヴィツィー
ニ・カーロイ・ヤーノシュ侯爵未亡人ズィ
チ・レオポルディナ女伯爵が、経済的に没落
したエルドゥーディ伯爵家の領地を購入す
ることによって成立した。当該地域にはすで
にカーロイ家の所領が展開しており、パラヴ
ィツィーニ所領と近接することになった。サ
トマール県ナジカーロイ出身の貴族・カーロ
イ家の研究としては、ハンゾー「19世紀中葉
における南部大平原カーロイ所領の経営」
（1960 年）とヘルツェグ『19－20 世紀にお
けるカーロイ伯爵家ホードメズーヴァーシ
ャールヘイ所領』（1994 年）がある。カーロ
イ家の経営は 13 世紀以来、元来の領地であ
るナジカーロイ周辺地域を基盤としていた
が、他方で 19 世紀になると大平原地域の重
要性が増してきた。同家の南部大平原ホード
メズーヴァーシャールヘイ所領は、チョング
ラード県のほか、隣のベーケーシュ県にもま
たがっており、1722年にカーロイ・シャーン
ドル伯爵がシュリク伯爵家の旧領を購入す
ることによって成立した。19世紀中葉の当主
カーロイ・ジュルジュ伯爵は、セーチェニ・
イシュトヴァーン伯爵の民族自由主義改革
運動 の同志であるとともに、自身も進歩的
貴族として合理的な所領経営を試みた。こう
して、多くの大平原所領がオスマン帝国のハ
ンガリー撤退後の 18世紀から 19世紀初頭に
かけて成立し、19世紀を通じて整備・拡充さ
れていった。 
以上で検討した資料のほとんどは日本の

研究史では取り上げられておらず、本研究に
おける様々なファクト・ファインディングは、
わが国の従来の研究を補完する有意義な知
見になったと考えられる。とはいえ、ハンガ
リーのものを含めた先行研究の多くは土地
制度史的研究であり、個別具体的な所領にお
ける企業者活動や、その帰結としての各種生
産高の動向といった経営の中味に立ち入っ
て分析したものはほとんどない。ハンガリー
資本主義（製粉業）との関連も、充分には解
明されていない。これまでの研究成果では各
所領とそれらのオーナー一族の活動を概観
したに止まり、一次史料に基づいて大平原の
所領発展メカニズムを立体的に再構成する
ことは今後の研究課題として残された。目下、
ひきつづき調査・検討中である。 
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